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1999年03月、会社成立。

神華完全子会社、総資産は

1478億人民元。発電機関21社、

建設機関9社を擁し、華北、東北、

西北、長江三角洲、珠江三角洲

などの地区に分布している。

2014年、国華ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽの運

営容量は3483万KWに達した。内、

ﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕﾆｯﾄ61台、ｶﾞｽﾕﾆｯﾄ1台

（ｾｯﾄ）及び風力発電ﾕﾆｯﾄ21台が

ある。

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ



99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年 11年 12年 13年 14年

国華 342 341 336 334 332 330 326 324 324 325 321 319 317 315 312 309
全国平均 398 391 386 383 380 376 370 366 357 346 339 333 329 326 321 318

国華電力数年給電石炭消耗一覧

2014年、神華集団国華電力公司の年間給電石炭消耗は309ｸﾗﾑ/KWHに達した

が、同期比は3ｸﾗﾑ/KWHを下げ、全国の最高ﾚﾍﾞﾙを持続に保っている。

1.国華電力給電石炭消耗は持続に低減

一、直面する形勢

ｸﾗﾑ/KWH



2.国華電力の主要環保指標は持続に高まる
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一、直面する形勢

2014年、会社の煙塵、SO2、Noｘ排出実績は分別に0.05g/kWh、0.11g/kWh、

0.29g/kWhになり、同期比は分別に28%、27%、57%を下げた。石炭機の除塵、脱硫、脱硝

施設の配置率は100％に達した。

2005-2014年度汚染物排出実績



●“環保情報公開ｼｽﾃﾑ”は正式に運行

●“人本主義、主動環保、排出量ｾﾞﾛ、情報公開、環境法治、生態文明”の環保工作

方針。

●環保、省ｴﾈ監督評価ｾﾝﾀｰを成立。

●環保監視測定日報及び月度分析と評価制度を建立。

●各工場の煙気汚染物排出ﾃﾞｰﾀを整合し、情報ｼｽﾃﾑにﾘｱﾙﾀｲﾑに監視する。かつ、
ﾓﾊﾞｲﾙｴﾝﾄﾞｻｲﾄﾞに発布。

●“煙気汚染物の排出量ｾﾞﾛのｼｽﾃﾑの解決方案研究”を2013年度の工作報告に記
入。

●省ｴﾈ環保部を成立。

●“環保一規三標”を発布施行し、“電力業界企業管理創新成果一等賞”を獲得 。

●省ｴﾈ環保護“先駆者計画”を実施 。

●国華電力“十二次五ｶ年”省ｴﾈ環保企画、省ｴﾈ環保行動計画、省ｴﾈと環保工作ｶﾞ

ｲﾄﾞﾗｲﾝを編制。

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年
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3.国華電力環保管理体系は持続に完全化を図る

一、直面する形勢
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、

国華電力の企業環境情報公開

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを開発し、所属電力工

場の環保排出指標及び基本的情

報を集中に発布する。

“ｸﾞﾘｰﾝ発電、低炭素生活”の

環保公開日ｲﾍﾞﾝﾄを組織する。ｲ

ﾍﾞﾝﾄは国華三河、台山及び寧海

など七つの電力工場に同時に開

催する。国華広西柳州電力工場

と広東清遠電力工場に、基礎建

設時期の環保公開日ｲﾍﾞﾝﾄを行

う。

《人民日報》、《中国電力新聞》、

《光明日報》、中央ﾃﾚﾋﾞなど、各

社の大手ﾒﾃﾞｨｱは国華電力の高

品質、ｸﾞﾘｰﾝ発電計画及び清潔・

高効率・排出量ｾﾞﾛ工程の建設進

捗状況を次々と報道した。

5.国華電力環保の社会的責任は公衆に認可される
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一、直面する形勢

国華電力企業の環境情報公開

“超低い排出”の“超高い速度”

中国電力新聞



神華集団“1245”清潔ｴﾈﾙｷﾞｰ発展戦略の国華電力導入を
加速に推進し、国家発展改革委員会ｴﾈﾙｷﾞｰ局[2014]2093
号公文書の指示に結びつけ、2014年度省ｴﾈ環保改造成
果を纏めた前提に、《国華電力石炭発電省ｴﾈ・排出量抑
え昇級改造行動計画(2014-2020)》、即ち“国華電力高品
質ｸﾞﾘｰﾝ発電計画2015版”を制定した。

清潔ｴﾈﾙｷﾞｰ行動計画

2014年、会社は合わせて“ｸﾞﾘｰﾝ発電計画”改造工事82項
を完成した。内、ｼｽﾃﾑ省ｴﾈ効率ｱｯﾌﾟ類30項、大気汚染物
排出量削減類39項、環保総合治理類11項、給熱改造工程
2項があり、投資金額は11億人民元に達した。

環保工作に対する認識への更なる向上に連れ、2013年度、国華
電力は現在運転中のﾕﾆｯﾄに省ｴﾈ、環保、容量増加、給熱、騒音
抑えなどの各方面に系統的“高品質・ｸﾞﾘｰﾝ発電計画”を提出し
た。新規建設のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに“高効率清潔排出量ｾﾞﾛ工程”を実施
し、“高効率清潔、生態文明”の省ｴﾈ環保目標を樹立し、ﾊﾞﾝｶｰ炭
発電工場の天然ｶﾞｽ排出基準の実現を追求し、国華電力を環保
特徴にする“追求あり、責任を負う”発電企業に建設できるように
取り組んでいる。

二、高品質・ｸﾞﾘｰﾝ発電計画

国 華 電 力
“1245”清潔ｴﾈﾙｷﾞｰ

発展戦略行動推進計画
(国華電力ｸﾞﾘｰﾝ発電排出量ｾﾞﾛ昇級改造行動計画)

2015年度



蒸気機関通流効率ｱｯﾌﾟ容量増加

熱力発電連合生産比率ｱｯﾌﾟ

省ｴﾈ技術を範囲広く採用

整体的企画、順次的
実施によって、省ｴﾈ、
排出量抑え、総合、
合わせて三つの方
面、10種類、500項の
重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを重点
的に徹底し、ﾕﾆｯﾄは
順次にｸﾞﾘｰﾝ化目標
をｸﾘｱできるのを確保
し、ｸﾞﾘｰﾝ発電総目標
の最終的実現を保証
する。

煙塵排出量抑えの潜在力を深く掘出煙塵排出量抑えの潜在力を深く掘出

脱硫効率ｱｯﾌﾟ・容量ｱｯﾌﾟの昇級

窒素酸化物排出量抑え・効率ｱｯﾌﾟ

発電所用水総合治理

先駆者煙気水銀除去研究

総合的騒音抑えを全面的に展開総合的騒音抑えを全面的に展開

灰場石炭置場の粉塵防止

行動計画の手配に基づき、2015-2020年に、会社現在稼働中のﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕ
ﾆｯﾄは省ｴﾈ、排出量抑え、総合、合わせて三つの方面、10種類のｸﾞﾘｰﾝ昇
級改造を完成する予定。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ合計で500項があり、投資予定金額は
128億人民元がある。

二、高品質・ｸﾞﾘｰﾝ発電計画



三、高品質・ｸﾞﾘｰﾝ発電実施目標

2020年になると、会社ﾊﾞﾝｶｰ炭発電ﾕﾆｯﾄの大気汚染物排出量は全部
“排出量ｾﾞﾛ”の基準を実現する。

大気汚染物排出量抑え

●北京・天津・河北、長江三角
洲、珠江三角洲などの区域に、
煙塵の濃度は1mg/Nm3に達し
た。二酸化硫黄、窒素酸化物の
濃度はｶﾞｽ発電排出量標準の
半分に達する。
●西北区域のﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕﾆｯﾄの
煙塵濃度は5mg/Nm3に満足す
る。
●その他区域のﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕﾆｯﾄ
の煙塵濃度は3mg/Nm3に満足
するが、二酸化硫黄、窒素酸化
物の濃度は全部ｶﾞｽ発電排出
量標準に達する。

●廃水は“排出量ｾﾞﾛ”を実現。

●“石膏雨”の現象を取り除く。

●ｱｯｼｭ利用率は100%に達す
る。

●工場敷地境界及び工作場所
のの騒音を5dB(A)以上抑え、
《工業企業工場敷地境界環境
騒音排出基準》（GB12348-
2008）と《工業企業設計衛生基
準》（GBZ1-2010）の要求より優
れている。



三、高品質・ｸﾞﾘｰﾝ発電実施目標

省ｴﾈ・排出量抑えの目標

ﾕﾆｯﾄ運営の最適化、技術改造、熱電聯産及び大容量高効率ﾕﾆｯﾄの新規建設に
よって、2017年に、会社の整体給電石炭消耗は297ｇ/KWHに達し、2020年は
289g/KWHに達する。

（1）1000MW超超臨界ﾕﾆｯﾄ
給電石炭消耗≤280g/KWH。

（2）600MW亜臨界純凝ﾕﾆｯﾄ
給電石炭消耗≤300g/KWH。

（3）600MW等級超（超）臨界
及び300MW等級ﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕ
ﾆｯﾄ給電石炭消耗は10ｇ
/KWHを下げる。

（4）通流改造を実施するﾕ
ﾆｯﾄは容量を5%～10%増加
する。

（5）ﾕﾆｯﾄの熱電聯産改造を
展開し、ﾕﾆｯﾄの給熱能力を
拡大する。

（6）“万社企業省ｴﾈ低炭素
行動”219万ﾄﾝ基準石炭省ｴ
ﾈ任務を完成する。



番号

年 度
類 別

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

合計
完成済

計画
実施

計画
実施

計画
実施

計画
実施

計画
実施

計画
実施

総体進捗 82 129 182 122 25 21 21 582

1
効率ｱｯﾌﾟ容量
ｱｯﾌﾟ

0 28 33 21 3 5 5 95

2 給熱改造 2 1 3 1 0 0 0 7

3 ｼｽﾃﾑ省ｴﾈ 30 37 73 57 13 13 12 235

4 脱硝排出抑え 2 7 2 2 0 1 1 15

5 脱硫昇級 9 16 28 21 5 1 1 81

6 煙塵排出抑え 28 29 21 14 2 0 0 94

7 廃水節水 4 3 5 2 1 1 1 17

8 騒音治理 3 4 7 2 1 0 1 18

9 抑塵防塵 4 4 8 0 0 0 0 16

10 水銀除去測定 0 0 2 2 0 0 0 4

四、高品質・ｸﾞﾘｰﾝ発電の具体的手配

2014-2020年度“ｸﾞﾘｰﾝ発電計画”実施総体日程表



五、技術路線を実施

1、典型な排出量ｾﾞﾛ改造技術路線---三河発電所1、2、4号ﾕﾆｯﾄ

Nox制御SO2制御

粉塵制御

低 温
節石炭器

高周波
数電源

湿式電気
除塵器

低窒素燃焼器

SCR

GGH取外し

吸収塔本体
効率ｱｯﾌﾟ



两个电厂4台燃煤发电机组全部采用了低温省煤器、干式电除
尘器高效电源、湿式电除尘器、高效脱硫和高效低氮燃烧加SCR脱
硝方案。不同

低窒素燃
焼器改造

全負荷脱
硝改造

低温石炭節
約器追設

1、燃焼室 2、燃焼器 3、II級石炭節約器 4、SCR脱硝装置 5、I級石炭節約器、 6、空気予熱器
7、低温石炭節約器 8、電気除塵器 9、誘引ﾌｧﾝ 10、脱硫吸収塔 11、吸引塔輔助池
12、湿式静電気除塵器 13、煙突

脱硫効率
ｱｯﾌﾟ

煙塵治理

NOX≤200

煙温~271℃
NOX≤50

煙塵≤5
SO2≤35
NOX≤50煙塵≤25

SO2≤35
NOX≤50

煙温~105℃

煙温~126℃

煙塵≤15
NOX≤50

技術路線

五、技術路線を実施

2、典型な排出量ｾﾞﾛ改造技術路線--- 恵州1号及び定洲3、4号ﾕﾆｯﾄ



3、典型な排出量ｾﾞﾛ改造技術路線---綏中発電所1、2号ﾕﾆｯﾄ

五、技術路線を実施



六、改造の実施効果―総量ｾﾞﾛ排出

汚染物濃度

発電所

煙塵(mg/Nm3) SO2(mg/Nm3) NOX(mg/Nm3)

運営投入時間ﾊﾞﾝｶｰ

炭基準

天然ｶﾞ

ｽ基準
実際

ﾊﾞﾝｶｰ

炭基準

天然ｶﾞ

ｽ基準
実際

ﾊﾞﾝｶｰ

炭基準

天然ｶﾞ

ｽ基準
実際

国華舟山4号ﾕﾆｯﾄ

（新規建設350MW）
20 5 2.46 50 35 2.76 100 50 19.8 2014.6

国華三河1号ﾕﾆｯﾄ

（改造350MW）
20 5 5.00 50 35 9.00 100 50 35.0 2014.7

国華綏中2号ﾕﾆｯﾄ

（ﾛｼｱ製改造800MW）
30 5 5 200 35 28.0 200 50 38.0 2014.9

国華恵州1号ﾕﾆｯﾄ

（改造330MW）
20 5 1.40 200 35 8.00 100 50 18.0 2014.12

国華定洲3号ﾕﾆｯﾄ

（改造660MW）
20 5 2.00 50 35 6.00 100 50 17.0 2014.12

国華三河4号ﾕﾆｯﾄ

（改造300MW）
20 5 0.23 50 35 5.9 100 50 20.0 2015.7

国華盤山1号ﾕﾆｯﾄ

（ﾛｼｱ製改造530MW）
20 5 2.3 100 35 4.7 200 50 36.7 2015.9

2015年11月10日、神華集団国華電力公司は16台を運営に投入され、合計で895万KWHの“総量
ｾﾞﾛ排出”ﾕﾆｯﾄがある。煙塵、SO2及びNoxの排出指標とも天然ｶﾞｽ発電ﾕﾆｯﾄの排出基準より優
れる。典型なﾕﾆｯﾄ環保指標は下表の通り。

備考：各ﾕﾆｯﾄの排出指標とも現地省環境測定ｾﾝﾀｰ（所）の現場ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ・測定の結果である。



◆国華浙江舟山4号ﾕﾆｯﾄの設置容量は35万KWで
ある。統計により、今年の06月25日、4号ﾕﾆｯﾄ発電
量は20億余KWHに達した。

◆運営一年間、ｵﾝﾗｲﾝの測定ﾃﾞｰﾀに基づき、煙塵
排出濃度は2mg/標準立方ﾒｰﾄﾙ/時間の程度があ
る。二酸化硫黄の排出濃度は3mg/標準立方ﾒｰﾄﾙ/
時間の程度がある。窒素酸化物排出濃度は30mg/
標準立方ﾒｰﾄﾙ/時間の程度があるため、全ては超
低排出要求を満足している。煙気浄化装置の水銀
除去協同脱出効率は75％程度（浙江大学の測定
ﾃﾞｰﾀ）があり、設計制御要求に比べ70％を高い。

◆運営一年間、4号ﾕﾆｯﾄ煙塵排出量は約15ﾄﾝがあ
り、相同な作業条件に、一般的排出量制限値は約
150ﾄﾝを減少した。二酸化硫黄の排出量は約15ﾄﾝ
があり、相同な作業条件に、一般的排出量制限値
は約300ﾄﾝを減少した。窒素酸化物排出量は約215
ﾄﾝがあり、相同な作業条件に、一般的排出量制限
値は約480ﾄﾝを減少した。

六、改造の実施効果―総量ｾﾞﾛ排出

中国電力新聞

一台目の“超低排出”ﾕﾆｯﾄは一歳になった



国華三河発電所3号ﾕﾆｯﾄは改造完成後、運営の投入に伴い、国華電力公司は
既に、二つの発電所は工場全体“総量ｾﾞﾛ排出”を実現し、ﾊﾞﾝｶｰ炭発電省ｴﾈ・
排出量抑えの模範発電所となった。

2014年10月09日、国華三河発電所は“国家
ﾊﾞﾝｶｰ炭発電省ｴﾈ・排出量抑えの模範発
電所”の称号が授与された

六、改造の実施効果―総量ｾﾞﾛ排出

国家ﾊﾞﾝｶｰ炭発電省ｴﾈ・
排出量抑えの模範発電所

国家ｴﾈﾙｷﾞｰ局
2014年10月



改造前後指標
綏中1号機 綏中2号機

改造前 改造後 改造前 改造後

ﾕﾆｯﾄ出力
（MW）

800 880 800 880

給電石炭消耗
（g/kWh）

338.29 299.33 339.36 299.68

直接工場用電率
（%）

7.03 4.89 7.11 5.11

六、改造の実施効果―通流容量ｱｯﾌﾟ効率ｱｯﾌﾟ

綏中2号、1号ﾕﾆｯﾄの総合的昇級改造は分別
に2014年09月20日、2015年02月03日に完成
した。国華の力を集まり、世界一番長い軸系
（59.5ﾒｰﾄﾙ）蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ発電機ﾕﾆｯﾄ通流改造
などの技術難題を一気に攻め落し、ﾛｼｱ製の
ﾕﾆｯﾄに“中国の芯”を交換した。給電石炭の
消耗は約40g/KWHを下げ、工場の用電率も
2％以上を下げた。ﾕﾆｯﾄ昇級改造の同時に、
向東戴河新区の給熱改造も完成した。設計
給熱負荷は618MWがあり、今現在中国単機
容量の最も大きい給熱改造工程である。



2015年07月09日、三河4

号30万KWHﾕﾆｯﾄ改造は168

時間の試運転に合格した。通

流改造後、熱消耗は設計値

より優れるが、給電石炭消耗

は24.47g/KWHを下げた。

三河4号ﾕﾆｯﾄ通流改造の改造ﾃﾞｰﾀ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 単位 改造前 目標値 改造後実際値

蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ熱消耗 kj/kwh 8424.82  7898 7894.01

ﾎﾞｲﾗｰ効率 % 93.91 93.45 94.78

工場用电率 % 5.78 5.66 5.48

給電基準石炭消耗 g/kwh 328.55 311.75 304.08

六、改造の実施効果―通流容量ｱｯﾌﾟ効率ｱｯﾌﾟ



七、ｸﾞﾘｰﾝ発電経済評価

例として、舟山発電所4号ﾕﾆｯﾄ、三河発電所1号ﾕﾆｯﾄ及び定洲4号ﾕ
ﾆｯﾄを分別に挙げるが、ﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕﾆｯﾄ“総量排出ｾﾞﾛ”の建設、改造の
ｺｽﾄ及び運行電気価格への影響に分析を行う。内、“総量排出ｾﾞﾛ”は
運行電気価格0.63-1.18分/KWHを増加する。

ﾕﾆｯﾄ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

舟山4号 三河1号 定洲3号

総量排出ｾﾞﾛ投資（万人民元） 4093 4800 7500

単位投資増加（人民元/KWH） 117 137 114

影響電気価格（分/KWH） 0.71 1.18 0.63

備考：電気価格は税込価格であるが、年間4500の利用時間で計算する。



国華滄東発電所 国華余姚熱機関発電所

ﾈｯﾄ上の電気価格は僅かな1分程度を増加する改造（建設）ｺｽﾄで投入す
れば、ﾊﾞﾝｶｰ炭発電ﾕﾆｯﾄの天然ｶﾞｽ発電排出も実現できる。一方、今現
在ﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕﾆｯﾄのﾈｯﾄ上電気価格は0.4元/KWH程度である。この価格
は天然ｶﾞｽのｶﾞｽ蒸気ﾀｰﾋﾞﾝﾕﾆｯﾄ約0.8元/KWHまでのﾈｯﾄ上電気価格よ
り遥かに低い。ﾊﾞﾝｶｰ炭ﾕﾆｯﾄの“総量排出ｾﾞﾛ”経済及び社会利益が非
常に著しい。

七、ｸﾞﾘｰﾝ発電経済評価



国家は力を入れ、大気汚染物治国家は力を入れ、大気汚染物治
理工作を展開する大きい背景
に、石炭清潔利用はきっと我が
国ｴﾈﾙｷﾞｰ革命の重要方面にな
る。国華電力公司現在稼動中ﾕ
ﾆｯﾄの“総量排出ｾﾞﾛ”環保技術
路線を決定は、国内火力発電ﾕ
ﾆｯﾄの改造に企業模範を提供し、
北京・天津・河北一本化環境整
理に実行可能性のある路線を提
供した。これはｴﾈﾙｷﾞｰ環境問題
を解決できる方法であるため、普
及と応用の徹底をしなければな
らない。

2014年08月15日、北京・天津・河北一台目
“国家石炭発電ﾕﾆｯﾄ環保改造模範ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ”
生産導入院士専門家座談会は三河発電所に
開催した。

八、ｸﾞﾘｰﾝ発電社会評価



人本主義、生態文明のある環保

企業建設に持続に奮闘する！


